
佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 電気工学
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 電気基礎１，２新訂版、堀田栄喜ほか編修、実教出版
担当教員 貞弘 晃宜
到達目標
1. オームの法則と抵抗の合成則をもちいて電気回路の計算ができる
2. キルヒホッフの法則・テブナンの定理・重ね合わせの理を用いて電気回路の計算ができる
3. 交流回路において記号法をもちいることで、直流回路同様の計算ができる
4. 電磁気学の工学的応用事例を理解している
5. スカラーでの計算を主とした基礎的な電磁気学について理解している
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標1）

複雑に直列・並列で抵抗が配置さ
れる回路においても計算ができる

オームの法則と抵抗の合成則をも
ちいて電気回路の計算ができる

オームの法則と抵抗の合成則をも
ちいて電気回路の計算ができない

評価項目2
（到達目標2）

キルヒホッフの法則・テブナンの
定理・重ね合わせの理を組み合わ
せて、複雑な回路においても計算
ができる

 キルヒホッフの法則・テブナンの
定理・重ね合わせの理を用いて電
気回路の計算ができる

 キルヒホッフの法則・テブナンの
定理・重ね合わせの理を用いて電
気回路の計算ができない

評価項目3
（到達目標3）

複雑に直列・並列でインピーダン
スが配置される回路においても計
算ができる。

交流回路において記号法をもちい
ることで、直流回路と同様の計算
ができる

交流回路において記号法をもちい
ることで、直流回路と同様の計算
ができない

評価項目4
（到達目標4）

電磁気学の工学的応用事例につい
て理解し、それらの応用である実
際的な事例についても考察するこ
とができる。

電磁気学の工学的応用事例を理解
している

電磁気学の工学的応用事例を理解
していない

評価項目5
（到達目標5）

電磁気学の諸法則を組み合わせた
問題の計算ができる。

 スカラーでの計算を主とした基礎
的な電磁気学について理解してい
る

 スカラーでの計算を主とした基礎
的な電磁気学について理解してい
ない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 電気回路と基礎的な電磁気学について学ぶ

授業の進め方・方法

予備知識：(1)中学校時における電気回路の諸法則(2)連立一次方程式 (3) 三角関数の計算と作図(4)平面ベクトルの合成
と分解(5)複素数の計算と複素数・極座標の相互変換
講義室： 3M教室
授業形式：反転
学生が用意するもの：関数電卓

注意点

評価方法：試験（前期中間・期末、後期中間・期末）80%、提出物 15%、小テスト 5% により評価し、60点以上を合
格とする。
自己学習の指針：反転（自宅でビデオにより講義を受け、授業中に演習を行う）形式で行うため、授業前に必ず指定さ
れたビデオを視聴し、内容を理解した上で望むこと。幅広い内容を講義することになるので、試験前に限らず知識の習
得に努めること。不明な点が現れた場合はオフィスアワーを活用しすばやく解消すること。
オフィスアワー：木曜 16:00-17:00 （これ以外でも空き時間であれば対応する）

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバスと授業の説明、測定量の取り扱い 単位と標準機について理解し、測定値の取得と計算が
できる

2週 電気回路とは何か 電気回路を水路とポンプのアナロジの観点で理解する
3週 抵抗の直列・並列接続 抵抗の直列・並列接続の計算ができる

4週 抵抗の接続の応用 抵抗が複雑に接続された回路の合成抵抗の計算ができ
る

5週 直流回路の計算 1 オームの法則と合成抵抗の計算により直流回路の計算
ができる

6週 直流回路の計算2 同上
7週 キルヒホッフの法則 キルヒホッフの法則をもちいて回路の計算ができる
8週 中間試験

2ndQ

9週 電力と熱エネルギー・電気抵抗・電池 電力と熱エネルギー・電気抵抗・電池について理解す
る。

10週 交流と正弦波 交流波形の三角関数を用いた計算と図示ができる
11週 交流と位相差 位相差について理解し、その作図と計算ができる

12週 交流波形のまとめ
最大値を実効値・平均値・ピークピーク値等で、位相
差を遅れ時間で与えた場合について、式からグラフ、
グラフから式の変換ができる。

13週 記号法 記号法とそれに必要な複素数・極座標ができる
14週 記号法による計算１ 記号法をもちいて交流回路の計算ができる
15週 記号法による計算２ 記号法をもちいて複雑な交流回路の計算ができる
16週 期末試験

後期 3rdQ
1週 重ね合わせの理 重ね合わせの理で回路の計算ができる
2週 テブナンの定理 テブナンの定理で回路の計算ができる



3週 回路に関する定理のまとめ キルヒホッフの法則・重ね合わせの理・テブナンの定
理をもちいて、交流回路の計算ができる。

4週 三相交流回路 三相交流回路とその代表的な結線方式について理解す
る

5週 ΔｰＹ変換 Δ回路とＹ回路の相互変換について計算できる

6週 交流電力 交流電力・力率・皮相電力・無効電力・無効率につい
て理解する

7週 三相電力 三相電力とその利点について理解する
8週 中間試験

4thQ

9週 電磁気学とは何か 電磁気学を学ぶ理由と工学的応用について理解する
10週 磁石と磁気・クーロンの法則 磁気現象を理解しクーロンの法則による計算ができる

11週 電流による磁界と磁界の強さ 電流によって作られる磁界と磁界の強さについて理解
する

12週 電磁力 フレミングの左手の法則とその力の大きさについて理
解する

13週 電磁誘導とインダクタンス レンツの法則・ファラデーの法則・インダクタンスに
ついて理解する

14週 電荷と電界・クーロンの法則 静電現象を理解し、磁気現象との対応を理解する。

15週 平行板による電界とコンデンサ 電界と静電容量の計算ができコンデンサとは何か理解
する

16週 期末試験
評価割合

試験 提出物 小テスト 合計
総合評価割合 80 15 5 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 80 15 5 100
分野横断的能力 0 0 0 0


